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ば，10 ～ 14 世紀の古ウイグル語文献における Bezeklig ~ Bezeklik の在証例は，
Annemarie von Gabain と Reşid Rahmeti Arat によってほぼ同時に紹介された草









































(2)  BSA  IV, Tafel  19; 松本栄一『燉煌画の研究・図像篇』東方文化学院東京研究所，
1937, pp. 415-416, fig. 108; 『中國新疆壁畫全集 6・吐峪溝・柏孜克里克』遼寧美術出
版社・遼寧美術撮影出版社，1996, 図 99; M. Yaldız et al. (eds.), Magische Götterwelten. 
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構成する 9 つの遊牧集団の 1 つとしてのウイグルをさすもので，それが 10 の
下位遊牧集団により構成されたことを示すと考えられる［安部 1955, pp. 272-275; 
片山 1981, pp. 47, 55］．　A2, uγrayu soqa: Zieme も指摘するように，本処の第




1982,  p.  317］．これらをふまえつつ，basruq  (~  basroq) を  “stabilizer” という
方向で解釈すべきであるという Erdal の説［OTWF, pp.  229-230］に従い，こ
こでは「統制」と試訳する．　A3, ṄYSWNK: 語頭の N- の左側には 1 点が
(  145  )
加えられているとみてよい．Zieme は  ṅišta と転写して  Skt.  niṣṭhā 「優れた 
（hervorragend）」の借用語とみなしつつも，資料 (B) の用例から  ïsung ~  išüng 
という転写の可能性も指摘した［BT XIII,  note  59.5］．この銘文では，語末の 






資料 (B) 　ダーキニー (ḍākinī) 像【Figs. B1, B2】


























【語註】　B1, sašïmsïz ko̤ngül:「不乱心（Skt.  avikṣipta-citta）」．　B2, sačuq 
ko̤ngül:「散乱心（Skt.  vikṣipta-citta）」．　B3, sar[v]arḍsdi:  < Skt. Sarvārtha-
siddha「一切義成王子」．BT XIII, Nr.  60a では  srv[’]arḍsḍi と読まれた．　
B4, säri[l]ip: < v.  säril-「耐える」．Zieme 氏は BT XIII では  säril- を採ったもの


















































































資料 (C) 　Hermitage, TU-532【Figs. C1, C2】














ジュ美術館 4）日本放送出版協会，1989, pl. 136; D. J. Roxburgh (ed.), Turks. A Journey 
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資料 (D) 　Hermitage, VD-813【Figs. D1, D2】











VD-813  (State Hermitage, St. Petersburg)
After PTB, pl. 332

































．これに対し，前掲の資料 (A) ～ (C)（さら
に後掲の資料 (G)）は，いずれも草書体で書かれていることから，ほぼ確実



































































































  ↓  ベゼクリク石窟よりはむしろセンギム =アギズに比定するのが妥当である．一方，
荒川は，前者の「寧戎窟寺」についても「（高昌から）廿二里」という距離からセ










北上した勝金台に比定する説を支持している［王素  2000,  pp.  69,  71］．しかし，新
興を現在のセンギム＝勝金に比定することは，地理的環境からも確定的である．特



































































の（[Ta]ysang vaxar-lïγ）ブドウ園‥‥⑥ ‥‥ノムクリ = トゥが 1［升の蒸


































































牛を供出させることが命じられている［柳洪亮  1997,  pp.  123,  363-365,  471; 


































Depositum der Berlin-Brandenburgischen Akademie der Wissenschaften 





















【語註】　G1, qlïmdu: この人名 Q(a)lïmdu ~ Qalïmdu は頻出する［BT  II,  p.  60; 
SUK 2,  p.  272］．漢語の仏教用語に -du（< Chin. 奴）を付した仏教的人名［cf. 
Zieme 1994］であることは確実だが，Qalïm の原語についてはこれまで明
解がない．　G1, šulaydu:  < Chin. 如来奴．　G2, nišüng qïsïl: Raschmann は 
’YSWNK と転写して地名とみなし，BT XIII, Nrn. 59, 60（＝本稿資料 (A)・(B)）
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の向かって右側にある計 7 段の観相図のうち，上から 3 ～ 7 段目にもウイグル銘文
がある．その多くも摩滅しているが，以下に判読できた部分を示しておく：5 段目
（全 9 行）：1küskü yïl T(..)[……] 2[ay …… o](t)uz-3[qa …...]「鼠年第［四／九］月二十
□日［に］」；6 段目（全 2 行）：1taz  ïnanč  (...)[……]  2[yu]nt  yïl  altïnč  [……]「タズ =

























解釈もあり得る．　I1, ay: 実際には独立形の  aleph のみで記されている．　
I1, yangïqa: 語末の  aleph は左方向に伸ばされている．また，この語の左
側には，ta  rma  ra(?)  sa と判読できるブラーフミー文字がある   
(20)
．　I2: 抹消














Sertkaya は第 1 ～ 3 行を法律文書の冒頭部分とみなした．しかし，第 4 行の





















BT VII = Georg Kara / Peter Zieme, Fragmente tantrischer Werke in uigurischer Übersetzung. 
Berlin, 1976.
BT XIII = Peter Zieme, Buddhistische Stabreimdichtungen der Uiguren. Berlin, 1985.
BT XVI = Dalantai Cerensodnom / Manfred Taube, Die Mongolica der Berliner Turfansammlung. 
Berlin, 1993.
BT XXVI = Kasai Yukiyo 笠井幸代 , Die Uigurischen Buddhistischen Kolophone. Turnhout, 2006.
Chotscho = Albert von Le Coq, Chotscho. Berlin, 1913.
ED = Gerard Clauson, An Etymological Dictionary of Pre-Thirteenth Century Turkish. Oxford, 1972.





































































SIAL = 『内陸アジア言語の研究 (Studies on the Inner Asian Languages)』



































of St. Petersburg and Its Inscriptions. In: Proceedings of the 53rd Annual Meeting of the 
Permanent International Altaistic Conference, July 25-30, 2010, St. Petersburg. 
Unknown Treasures of the Altaic World in Libraries, Archives and Museums. 
【付記】本稿は科学研究費（基盤研究 (A)・基盤研究 (B)・基盤研究 (C)）による研究成
果の一部である．
